
尾倉中学校だより 「チーム尾倉」 
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《文責》 

尾倉中学校  校長  髙宮 滋 

～ 自主 創造 協力 ～ 

 

 

 

 

            

            

             

尾倉中学校だより  ＮＯ．12    令和 8年 3月 2日(月) 
 
 

 

「光陰矢の如し」と言われるように、今年度も最終月、３月となりました。 

今年の冬は、記録的な大雪に見舞われ、東北・北陸、また北海道地方などで 

多くの不幸な事故が発生したという報道は記憶に新しいところです。 

ここ北九州市では、寒さが少しずつ緩み、日中は春を思わせるような暖かい 

日差しが降り注いでいます。「三寒四温」と言われるように、この先、寒い日 

もあるかとは思いますが、少しずつ暖かい日が増え、やがて春が近づいていく 

でしょう。引き続き、雨不足が心配ですが・・・。 

１．２年生の皆さん、学年末考査ご苦労様でした。今回の自身の取組を振り返りながら、返却された結 

果をしっかりと受け止め、できていなかったところを復習するようにしましょう。 

３年生の皆さん、日々ご苦労様です。これまでに、特別支援学校、私立推薦、公立特色化選抜・推薦、

そして私立一般、と、一人一人が目標に向かい、突き進んできました。そして、残るは３月１０日（火）・

１１日（水）に実施される公立一般入試となりました。すでに半数以上の３年生が進路先を確定させてい

ますが、３クラスともに引き続き、最後の最後（公立一般入試）まで頑張り抜く仲間を中心に据え、緊張

感をもって学習に取り組んでいます。どうか体調にも気を配りながら突き進んでいって下さい。 

クラスメイト、先生方、そして１．２年生が、あなたを応援しています。そして、３月１２日（木） 

第７７回卒業証書授与式には、「やりきった！」という晴れやかな気持ちで臨んでほしいと思います。 

 

 

２月６日（金）、皿倉小学校及びその他小学校より、４月から本校に入学予定の６年生(４５名)とその 

保護者の皆さんが来校し、新入生説明会を実施しました。 

初めは体育館で、尾倉中学校の教育方針やきまり、入学に当たっての準備、部活 

動についての説明等を行い、その後、生徒会執行部(１.２年生)による「尾倉中学校  

１日の生活」についてのプレゼンテーションを行いました。 

さらに、「中学校体験授業」〔国語・英語・音楽・美術〕を実施しました。この体験 

により、中学校の先生の雰囲気や中学校の学習の楽しさを感じてもらえたのではな 

いかと思います。６年生の皆さんは、どの授業にも真剣に、そして笑顔で臨んでい 

ました。新入生の皆さん、あなた方の入学を尾倉中一同心待ちにしています。 

   
 
 

 観光地にはそれぞれ、四季折々の魅力があります。３年生は修学旅行（昨年度 11月終盤）で、京都・

奈良の紅葉を満喫しましたね。２年生は１月に、凛とした空気の中に佇む神社・仏閣などを訪れ、冬な

らではの古都を堪能しました。 

この度、来年度の尾倉中学校修学旅行の日程及び行先地等が決定しました。現時 

点で決まっている内容について下記にお知らせします。 

 今後、現１年生の先生方が、行程の詳細について検討していきます。「皆さんに 

とって、よりよい修学旅行とは」「学び多き旅行とするために」「感動・未知の体験 

を！」など、様々な視点を大切にしながら決定される予定です。乞うご期待ください!! 

 
 
 

  

  



  
 
 

 ２月４日（水）、小倉北区にあるムーブ（市立男女共同参画センター）で北 

九州市教育委員会 児童生徒善行表彰「福原賞」の授賞式が執り行われました。 

この「福原賞」は、本市の小学校及び中学校、特別支援学校小・中学部を対 

象に、他の模範となる活動をした児童生徒を表彰し、小・中学生の健全育成を 

図ることを目的としているものです。 

今回、旧生徒会執行部及び美術部（ともに３年生）のメンバーが受賞しまし 

た。当日は入試日と日程が重なっていたこともあり、代表して松永さんが表彰 

式に出席し、教育長より表彰状が授与されました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                  今年度の第６１回ＪＡ共済作文コンクールにおいて、本校からなんと９名の生徒が受

賞しました。特に「松本 響羽さん（３年）」の作品は、最優秀賞の中でも最も栄誉ある

「福岡県知事賞」を受賞しています。 

         私も読ませてもらいましたが、日常のあるひとコマのシーンから、家族への様々な思

いを多彩な表現で織りなし、松本さんの心の動きに引き込まれていきました。先週、RKB

ラジオでも採り上げられ、ＪＡ共済のＨＰにも掲載予定とのことです。 
【最優秀賞】 

賞 氏 名 学 年 題 

福岡県知事賞 松本 響羽 ３年 当たり前だった時間の価値 

日本農業新聞賞 永瀬 知奈実 ２年 背中を追いかけて 

ＲＫＢ毎日放送賞 中村 光貴 ３年 失敗という、可能性の種を拾って 

ＲＫＢ毎日放送賞 村谷 宗虎 ２年 拍手 

【入  選】 

西堂 綾乃 ３年 渡辺 來河 ２年 甲斐 瑛士 １年 

冨田 小暖 １年 石川 優萌 １年  

  

             

【特  選】 

賞 氏 名 学 年 作 品 

杉田久女賞 中村 光貴 ３年 筆先に乗せる重さや秋の風 

審査員特別賞 小田 雄太 １年 冬ざれや工場の煙空に溶け 

【入  選】 

江口 百愛 １年 門司港に潮風走る師走かな 河野 桜咲 １年 氷る朝夢の続へ潜りたし 

髙田 芹奈 １年 新緑の山道歩けば鳥の声 小田 雄太 １年 冬ざれの門司港駅に汽笛かな 

松本浩之祐 １年 しんしんと皿倉山の雪化粧 恒松 心誠 １年 頂上で地球見わたす山登り 

吉住 柾乃 ２年 放課後や昼去り急ぐ冬の空 下竹 乃湖 ２年 吐く息につつまれてゆく雪景色 

池田 倖叶 ３年 空指してあれが私の一番星  

 
 

「朝日新聞ニュース2/26」によると、高校生のインターネット利用時間が過去最長となっ 

たとのこと。小学生(10歳以上)は3時間54分、中学生は5時間24分｡ 大切な大切な10代の青 

春の多くの時間をリアルではなく画面を眺める時間に・・・。娯楽だけに使っているとは 

言い切れませんが、由々しき事態と捉えています。皆さんはどう思いますか。 


